
子どもガイド実施の背景

①核家族化や少子化
　　　　　→地域の人とのふれあいの減少

②家族や地域による教育力の低下
　　　　　→社会のルールや自主性の欠落

これらの問題を解決するには？

子どもガイドの目的

①子ども達が自ら考え、自信をもって
　  積極的に行動できる力を育むこと

②子ども達に地域の歴史文化に
　 触れてもらい地域を愛する心を育てること

③子ども達が新しい体験を通じて、
　 その中で お互いに思いやる心を育むこと

子どもガイド
いなばステキ発見隊

いなばステキ発見隊Ⅲ～目指せ未来の観光大使～



子どもガイド事業の流れ
①地域学習
　 ボランティアガイドが先生となって 　 
   自分達の地域を学ぶ。
　 （地域愛の醸成）

②現地視察
　 実際に現地に行き、ガイド地を知る。
   （地域の魅力を肌で感じさせる）

③ガイド原稿作成
　 自分たちが学んだことを、自分の 
   言葉で説明する文章を作成。  
　（自主性の醸成）



④発表練習
　 家族や友達の前で原稿をもとに発表の練
   習を行った。見てもらうことで、アドバイス
   をもらいガイドの精度を向上させた。
   （コミュニケーションのきっかけづくり）

⑤発表会
　 各地の子どもガイドが集まって、因幡地域  
　 全域を周る観光ガイドバスツアーを行った
　 各地の子どもが練習の成果を発表しあう。
　（緊張感を味わう→達成感に変わっていく）

⑥報告会
　子どもガイドを実施していくには、周囲の大
  人の参画が必要不可欠。
　その大人に向けて広く発信提言した.
　（地域に浸透させる取組み）



～新聞掲載～

・報告会

・発表会

・ガイドデビュー



今後の展望
年度

導入期 成長期 成熟期

いなばステキ発見隊発足 いなばステキ発見隊を定着 因幡地域の新たなシンボルとなる

ガイド活動を通した青少年リーダー育成を いなばステキ発見隊が新たな青少年リーダー育成

地域へ発信し浸透させる のモデルケースとして県内外から注目される

１期生 ２期生 ３期生 ４期生 ５期生 ６期生 ７期生 ８期生 ９期生

４５名 ４２名 ７０名 ８５名 １００名 １１５名 １３０名 １４５名 １６０名

　いなばステキ発見隊の運営。 いなばステキ発見隊の運営をサポート 各地域の運営サポート
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